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同
学
会
が

申
し

入
れ

顔野疎を学券κ芙力拶欝鍔蟷醐
当逮捕

全
学
自
治
会
同
学
会
は
、
六
月
二
十

七
日
付
で
総
長

・
学
生
部
長

・
教
養
部

長
に
申
し
入
れ
を
行
な

っ
た
。

こ
の
中
身
は
、
以
下
の
通
り
。

1

捜
査
に
は
不
必
要
な
三
百
人
も
の

機
動
隊
導
入
に
よ
る
学
生
の
抗
議
行
動

の
規
制
。

一
人
の
学
生
に
暴
行
を
加
え

た
上
、
デ

ッ
チ
上
げ
逮
捕
し
た
こ
と
。

捜
査
の
名
を
借
り
た
自
転
車

・
バ
イ
ク

の
ナ
ン
バ
ー

・
名
前

・
住
所
の
チ

ェ
ッ

ク
。
こ
の
三
点
に
つ
い
て
、
京
都
府
警

公
安

刑
事
が

車

両
ナ

ン
バ

1

に
文
書
で
抗
議
す
る
こ
と
。

2

1
の
抗
議
内
容
に
対
す
る
京
都
府

警
、
大
学
当
局
の
見
解
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

3

1
,
2
に
関
し
て
総
長
が
公
開
説

明
会
を
開
く
こ
と
。

不を抗議 の学生

の

チ

ェ

ッ

ク

も

教

養

部

の

至

る

所

に

機

動

隊

六
月
二
+
三
日
、
午
前
八
時
三
+
分
ご
ろ
、
E
号
館
に
向
か
・
途
中
の
中
核
派
系
学
生
の
部
隊

(約
二
+
名
)
が
・
革
マ
ル
派
の
部
隊

(約
四
+
名
)
に
教
養
部
図
藷

前
で
襲
究

た
.
京
都
府
莱

部
は

二

〇
番
通
報
を
受
け
た
と
し
て
約
三
頁

の
機
動
隊
を
教
養
部

構
内
に
導
入
し
、

「緊
急
捜
査
」
を
強
行
し
た
。
全
学
自
治
会
同
学
会
な
ど
学
生
は
機
動
隊
の
学
内
乱
入
に
対
し
・
抗
議
行
動
を
行
な
い
、

そ
の
結
果

一
時
五
分
に
は
数
百
名
の
学
生
の
実
力
行
動
に
よ

っ
て
機
動
隊
は
学
外
に
追
い
出
さ
れ
た
。
こ
の
弾
圧
の
過
程
で
、
機
動
隊
の

乱
入
に
抗
議
し
て
い
た
学
生
一
人
が

「公
務
執
行
妨
害
」
で
逮
捕
さ
れ
た
が
・
同
日
六
時
ご
ろ
釈
放
さ
れ
た
。

六
月
二
十
三
日
、
午
前
九
時
前
、
一

一
〇
通
報
を
口
実
に
、
大
学
当
局
の
承

認
な
し
に
制
服
警
官
や
公
安
刑
事
が
学

内
に
入

っ
た
。
午
前
九
時
、
捜
査
令
状

も
な
い
ま
ま

「緊
急
捜
査
」
の
名
目
で

約

三
百
名
の
機
動
隊
が
、
新
田
教
養
部

長
の
承
認
を
得
て
教
養
部
に
入

っ
た
。

そ
し
て
、
尚
賢
館
前
の
盛
土
さ
れ
て
い

る
部
分
お
よ
び
教
養
部
図
書
館
前
の
広

範
囲
に
わ
た

っ
て
ロ
ー
プ
を
張
り
、
学

・生
の
立
入
り
を
禁
止
し
た
。
そ
の
聞
、

負
侮
し
て
い
る
中
核
派
系
の
学
生
数
人

が
.
救
急
車
で
は
な
く
パ
ト
カ
ー
に

「

任
意
同
行
」
さ
れ
た
。

同
学
会
の
立
会
い
の
も
と
で

「捜
査
」

・ 零 ミ
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1

が
実
際
に
始
ま

っ
た
の
は
機
動
隊
が
入

っ
て
か
ら

一
時
聞
以
上
た

っ
た
十
時
十

分
。
警
察
は
、
現
場
に
残
さ
れ
た
ビ
ラ

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
を
押
収
し
た
が
、

「

遺
留
品

(落
と
し
物
)
」
を
京
大
当
局

が

「任
意
提
出
」
し
た
と
い
う
形
式
を

と

っ
た
た
め
、
押
収
品
目
録
さ
え
交
付

し
な
か

っ
た
。

教
養
部
構
内
を
機
動
隊
が
制
圧
し
て

い
る
聞
、
私
服
公
安
刑
事
は
、
教
養
部

内
に
駐
庫
し
て
あ
る
原
付
パ
イ
ク
の
ナ

ン
バ
ー
や
自
転
車
の
防
犯
登
録
番
号
な

ど
を
手
帳
に
メ
モ
し
て
い
っ
た
。
事
件

と
関
係
が
な
い
こ
の
違
法
な

「捜
査
」

に
学
生
が
抗
礒
す
る
と
、
公
安
刑
事
は
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▲機動隊を学生の実力行使で追い出 した

「公
務
執
行
妨
害
で
パ
ク
ル

(逮
捕
)

ぞ
」
と
桐
喝
を
か
け
、

「捜
査
」
を
続

行
し
た
.
こ
の
日
に
原
付
バ
イ
ク
を
駐

車
し
て
い
た
学
生
に
対
し
、
今
後
、
警

察
官
が
訪
問
し
て
惰
報
収
集
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

教
養
部
構
内
に
導
入
さ
れ
た
機
動
隊

は
吉
田
生
協
か
ら
A
号
館
に
向
か
う
T

字
路
や
E
号
館
前
、
教
養
部
図
書
館
の

裏
な
ど
の
、

「捜
査
」
に
ま

っ
た
く
無

関
係
な
場
所
に
も
多
数
配
置
さ
れ
、
教

養
部
の
至
る
所
で
ジ

ェ
ラ
ル
ミ
ン
の
盾

が
見
ら
れ
た
.
A
号
館
西
側
切
坂
の
所

で
は
、
機
動
隊
の
学
内
乱
入
に
抗
議
す

る
学
生
の
デ
モ
隊
の
通
行
を
妨
害
す
る

な
ど
、
学
生
の
活
動
を
法
的
根
拠
も
な

く
規
制
し
た
。

十
時
三
十
分
ご
ろ
、
T
字
路
付
近
で

機
動
隊
に
抗
議
し
て
い
た

一
人
の
学
生

が
、
現
場
の
機
動
隊
の

「独
自
判
断
」

で

「公
務
執
行
妨
害
」
と
し
て
逮
捕
さ

れ
た
。
機
動
隊
は
逮
捕
直
後
に
そ
の
学

生
に
集
団
で
暴
行
を
加
え
た
が

、
こ
の

暴
行
は
何
ら
罰
せ
ら
れ
な
か

っ
た
。
こ

の
学
生
の
不
当
逮
捕
に
関
し
て
、
十
二

時
三
十
分
に
は
河
合
隼
雄
学
生
部
長
が
、

十
六
時
十
分
に
は
学
生
部
次
長
が
そ
れ

ぞ
れ

一
刻
も
早
く
学
生
を
釈
放
す
る
よ

う
に
要
求
す
る
抗
議
電
話
を
川
端
暑
に

し
た
。

(こ
の
学
生
は
同
日
、
十
八
時

ご
ろ
釈
放
さ
れ
た
。
)

十
二
時
ご
ろ
か
ら
、
A
号
館
西
の
自

転
車
置
場
の
前
で
学
生
に
よ
る
緊
急
抗

議
集
会
が
行
な
わ
れ
た
。
多
数
の
学
生

が
見
守
る
中
、
マ
ル
学
同
中
核
派
や
全

学
自
治
会
同
学
会

・
吉
田
寮
自
治
会

・

熊
野
寮
自
治
会

・
教
養
部
代
議
員
大
会

実
な
ど
が
、
順
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
。

シ
ュ
ピ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
た
後

、
実

力
抗
議
行
動
に
移

っ
た
。

す
べ
て
の

「捜
査
」
が
十
二
時
四
十

分
に
終
了
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
機

動
隊
は
そ
の
後
も
教
養
部
構
内
に
居
残

っ
て
い
た
。

黒

・
赤

・
白
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
か
ぶ

っ

た
学
生
は
、
ジ

ェ
ラ
ル
ミ
ン
の
盾

・
ヘ

ル
メ
ッ
ト

・
安
全
靴
で
完
全
武
装
し
た

機
動
隊
を
排
除
す
べ
く
ス
ク
ラ
ム
を
組
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ん
で
機
動
隊
に
ぶ

つ
か

っ
て
い
っ
た
。

周
り
の
学
生
も
加
わ
っ
て
機
動
隊
の
阻

止
線
を
突
破
し
た
時
に
は
大
き
な
拍
手

が
起
き
た
。
そ
し
て
、
午
後

一
時
五
分
、

数
百
人
の
学
生
の
力
で
機
動
隊
を
学
外

へ
排
除
し
た
。

こ
の
排
除
の
過
程
で
、
機
動
隊
は
学

生
に
直
接
手
を
だ
し
て
、
殴
る
蹴
る
の

暴
行
を
は
た
ら

い
た
。
ま
た
、
ジ

ェ
ラ

ル
ミ

ン
の
盾
を
水
平
に
し
て
、
学
生
の

顔
に
ぶ

つ
け
る
と
い
う
こ
と
も
し
て
い

る
。今
回
の
弾
圧
に

つ
い
て
、
新
田
教
養

部
長
と
河
合
学
生
部
長
は
同
文
の
掲
示

を
出
し
た

(別
掲
)
。
と
く
に
河
合
学

生
部
長
名
の
文
書
は
京
大
の
各
部
局
に

も
す
べ
て
配
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
極
め

て
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。

担
当
刑
事
は
、
同
学
会
の
立
会
人
に

対
し

「令
状
捜
査
を
明
日
以
降
行
な
う
」

と
断
言
し
て
い
た
が
、
翌
二
十
四
日
、

二
十
五
日
と
も
捜
査
は
さ
れ
て
い
な
い
。

対
応
は
、
五
月
十
日
の
件
に
関
し
て
は

岩
井
農
学
部
長
と
新
田
学
生
部
長

(当

時
)
が
口
頭
に
て
警
察
に
抗
議
し
、
農

学
部
報
に
事
件
の
経
過
の
あ
ら
ま
し
を

掲
載
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
六
月
二
十

六
日
の
件
に
至

っ
て
は
、
佐
野
教
養
部

長

(当
時
)
は

「暴
力
事
件
に
警
察
が

入
る
の
は
当
然
だ
し
、
自
分
の
貴
任
で

警
察
を
入
れ
た
の
だ
か
ら
、
何
ら
問
題

は
な
い
」
と
し
て
、
警
察
に
対
し
て
は

何
も
し
な
か

っ
た
。

五
月
三
十
日
の
弾
圧
に
つ
い
て
は
、

同
学
会
が
西
島
総
長
な
ど
に
対
し
、
文

書
で
京
都
府
警
に
抗
議
す
る
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
が

、
当
局
は
今
だ
何
も
し

て
い
な

い
。

▲盾 を学生の顔面に水平打ちす る機動隊

 

近
年
、
警
察
の
学
内

へ
の
介
入
は

一

層
強
く
な

っ
て
い
る
。
昨
年
の
五
月
十

B
に
、
農
学
部
構
内
に
貼

っ
て
あ
る
ス

テ

ッ
カ
ー
を
大
学
当
局
の
被
害
届
に
よ

る
わ
け
で
も
な
く
、
独
自
判
断
で
、
軽

犯
罪
法
違
反
と
し
て
熊
野
寮
、
尚
賢
館

の
家
宅
捜
索
を
行
な

っ
た
事
件
が
起
き

て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
六
月
二
十
六

日
に
も
、
教
養
部
構
内
で
の
学
生
同
士

の
衝
突
が
生
じ
た
際
に
、
=

O
番
通

報
が
あ

っ
た
と
し
て
二
度
に
わ
た
り
大

学
当
局
に
も
無
断
で
教
養
部
構
内
に
入

り
、
捜
査
を
行
な

っ
た
事
件
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
今
年

の
五
月
三
十
日
に
は
、
京

大
当
局
の
抗
議
す
ら
無
視
し
て
警
察
の

独
自
判
断
で
機
動
隊
が
学
内
に
乱
入
し

た
。こ
れ
に
対
し
、
大
学
当
局
と
し
て
の

吉
田
寮
自
治
会
は
、
今
回
の
弾
圧
を

「自
主
的
創
造
的
活
動
の
圧
殺
」
だ
と

と
ら
え
、

「警
察
権
力
の
介
入
に
対
し

て
は
自
治

・
自
主
管
理
を
対
置
さ
せ
、

横
の
繋
が
り
を
深
め
る
運
動
を
し
て
い

き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

中
核
派
は

「機
動
隊
を
潰
走
さ
せ
た

京
大
学
生
還
動
の
勇
姿
を
六

・
二
六
泉

佐
野
呪
地

へ
登
場
さ
せ
よ
」
と
主
張
し

て
い
る
。

日
共
11
民
青
闘
ニ
セ

「
C
自

(常
)
」

は
、
ま
た
も
や

「暴
力
集
団
は
出
て
い

け
」
と
繰
り
返
し
、
権
力
に
よ
る
弾
圧

を
要
請
し
て
い
る
。

(2
面
に
全
学
自
治
会
同
学
会
書
記
局

に
よ
る
文
章
が
あ
り
ま
す
)

機
動
隊
乱

入

・
不
当
逮
捕

に

触

れ
な

い
掲
示

今
回
の
弾
圧
に
つ
い
て
、
河
合
学
生

部
長
と
新
田
教
養
部
長
が
ま

っ
た
く
同

じ
文
面
で
掲
示
し
た
文
書
.
河
合
学
生

部
長
名
の
も
の
は
、
京
大
各
部
局
に
配

布
さ
れ
た
。

六
月
二
三
日
に
教
養
部
構
内
に
お
い
て
対
立
す
る
集
団
間
の
乱

闘
に
よ
り
怪
我
人
が
出
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
.

お
よ
そ
大
学
の
構
内
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
生
じ
る

こ
と
は
、
到
底
容
認
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
今
後
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
こ

に
厳
重
な
警
告
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
.

昭
和
六
三
年
六
月
二
三
日

京
都
大
学
学
生
部
長

河

合

隼

雄
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